
 

 

 

 

 

 

  副校長  馬越 秀夫 

 

 11 月も最後の週となり、金曜日からはいよいよ師走です。今回は 10・11 月に自分が見てきた行

事や日常での出来事を紹介していきます。 

 

文化祭 ステージ発表・展示発表 
10 月 30・31 日の 2日間で文化祭が開催され、初日に行われた音楽部のステージ発表と武道場で

の展示発表を見学しました。 

音楽部は学校での演奏会や地域の行事で演奏を発表しています。文化祭でのステージ発表では、

どのグループも発表してきた経験と日頃の練習の成果を発揮していました。体育館の会場は大盛り

上がりでした。 

武道場で行われた展示発表では、美術部をはじめ、国語科、社会科、理科、技術・家庭科、美術

科、各学年、各学級の展示作品があり、みなさんの力作を見て、楽しむことができました。 

 

 

文化祭では、よき伝統を後輩へ引き継ぐために力の入った発表をした 3年生の心意気、左近山中

の中心的存在となった 2年生の活躍、左近山中の伝統の継承とこれからの発展を予感させた 1年生

への期待。それぞれ、心温まる気持ちがこもった発表がみられた文化祭でした。 

 

職員室前の池 
 職員室前に立派な池があります。魚はいるようでしたが、残念ながら水が

濁っていました。8・9月に故障していた循環器を交換し、ようやく水がき

れいになり、金魚たちが元気よく泳いでいました。10 月末、約 2か月た

ち、やや水が濁ってきたので、技術員の太田さんが循環器のフィルターを大

掃除し、池の水をきれいにしてくれました。 

 

さくら教室 
11 月は終了しました。12 月は、2日(土)と 16 日(土)の 14:00～16:00 に、左近山ショッピングセ

ンター入口にある「ほっと・さこんやま」で開催されます。授業でわからなかったこと、定期テス

トの振返りなど、大学生のボランティアの方がていねいに教えてくれます。「勉強が苦手」「学力を

もっと伸ばしたい」というみなさん、どんどん参加してください。お待ちしています。 
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第 51 回左近山中学校文化祭 
 10 月 30 日、31日の 2日間、文化祭を開催しました。30 日は音楽部の発表と展示見学、31 日は合

唱コンクールと 5 組の発表、有志団体の発表でした。ここでは各クラスの合唱コンクールの感想を

掲載します。 

1 年 1 組 自由曲「地球星歌」  

 1 年 1組は練習期間の時、楽譜通りに歌うことや、指揮者を見て余計な動きをしないことを努力し

ました。そのおかげで金賞をとることができました。そして、文化祭での経験を生かして、自然教室

の時には先生の言うことを真面目に聴いて楽しみたいです。 

1 年 2 組 自由曲「明日へ」 

 私たち 1 年 2 組は最優秀賞を目標として頑張ってきました。特に、パート練習を大切にし、不安

なところは話し合い、音程を確認しました。全体の練習では、担任の先生からアドバイスをもらい

つつ、指揮者の指示を聞きながら一生懸命練習を行ってきました。並び方を考えたり、指揮者が手

を上げたときにパッと素早く足を開いたりなど、細かいところも意識して取り組んできました。賞

は逃してしまいましたが、今年の悔しさを来年度につなげ、より良い合唱を目指したいです。来年

は最優秀賞取ります！！ 

1 年 3 組 自由曲「旅立ちの時～Asian Dream Song～」 

 私たちのクラスは、声をしっかりと出すことを目標に練習をしました。目標を達成するためにパ

ート練習では、音程を正確に歌うこと、声をそろえて堂々と歌うことを意識しました。練習を重ね

る中で、ただ歌うのではなく、強弱やブレスをそろえることでクラスがまとまってきました。今年

の経験を生かして、来年は練習方法をさらに考え、万全の準備をして本番に臨みたいです。 

2 年 1 組 自由曲「あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ～」   

 私たち 2 年 1 組は金賞を目標に練習に取り組んできました。金賞をとるため、パートリーダーを

中心に、声も、心も、まとまることを意識しました。学級閉鎖という壁にぶつかりましたが、諦める

ことなく頑張りました。本番ではたくさん練習したことを自信に変えて歌うことができました。文

化祭で培った諦めない気持ちと団結力をこれからの学校生活で生かし、2 年 1 組で過ごす残りの時

間を充実させたいです。 

2 年 2 組 自由曲「手紙～拝啓十五の君へ～」 

練習期間の初め、テノールは音程が全く合わず、声がまとまりませんでした。しかし、最初の音の

音程を合わせられるようにピアノを使って音取りをしたことにより、本番に近づくにつれ、パート

としてまとまりある声を出せるようになりました。アルトは、音程が難しいので、CD をよく聞いて

しっかりと正しい音程で歌えるように頑張りました。ソプラノは音程が合っていて声も出ていたの

で、アルトとテノールを引っ張れるように頑張りました。来年の文化祭でも、どうしたらよりよい

合唱になるかクラスで話し合い、協力し、合唱を作り上げていきたいです。 

 



2 年 3 組 自由曲「地球の鼓動」 

私たち2年3組はパートリーダーを中心に練習に励みました。初めは音程がバラバラだったので、

「音程をそろえる」ことに力を入れました。練習を重ねる度に目標を変え、その目標を一つひとつ

達成してきました。今回の文化祭で、協力する大切さ、団結力を学んだので、これからの学校生活や

大きな行事で生かしていきたいです。2年 3組らしい合唱ができてよかったです。 

2 年 4 組 自由曲「Replay」 

 私たち 2 年 4 組は、声を出す、伸ばすところをしっかり伸ばす、音程を合わせる、という基本を

集中的に練習しました。 

 文化祭当日は、練習よりテンポが速くなり、伴奏と大きくずれましたが、それでも演奏を止めな

かった 2 年 4 組の団結力は合唱練習で身についたことだと思います。合唱練習で身につけたこの団

結力を、職場体験や来年の修学旅行など、校外学習でも発揮したいです。 

3 年 1 組 自由曲「はじまり」 

課題曲を練習し始めたころは、音程を合わせることが難しく、上手くいかないことが多かったで

す。しかし、パート練習を大切にし、それからクラスみんなでそろえるという繰り返しからできる

箇所が多くなりました。自由曲はアカペラから始まる曲です。指揮者に必ず合わせる強い気持ちを

全員がもってできました。長く伸ばす音も多かったですが、息が続くようにと諦めずに歌い切りま

した。賞こそは逃しましたが、1組らしく歌いきりました。中学校生活最後の文化祭、諦めず最後ま

でやり切る力がつきました。残りの学校生活で活用したいです。 

3 年 2 組 自由曲「青い鳥」 

 私たちのクラスが練習期間中努力したことは、声を前に出すことです。初めはパートごとに声量

が違うので合唱がバラバラになってしまい、大変でした。しかし、最後はクラス一丸となって金賞

を目標に練習をしました。金賞を逃しましたが、賞を逃した悔しさを忘れずに、これからの行事で

は 1 位を目指したいです。また、普段の学校生活でも、協力することを大切に、クラスの中をもっ

と深めていきたいと思います。 

3 年 3 組 自由曲「信じる」  

 3 年 3組は、金賞、最優秀賞を目標として日々頑張ってきました。3組は他のクラスよりも全体で

合唱するタイミングが早かったため、自分たちが今できていること、課題をより早く知ることがで

きました。そのため、その後のパート練習の時の話し合いにつながり、完成したものを本番ですべ

て出し切ることができました。 

 1，2 年生は今年の反省をぜひ来年の文化祭にいかしてください。体育祭や文化祭でクラスの人と

協力し、団結したことを忘れずに、これからの生活を送ってください。来年も楽しい文化祭を自分

たちで創り上げ、最高の文化祭を毎年更新してください。 

3 年 5 組 「トーンチャイム」「ダンス」 

 トーンチャイムでは、曲に合わせて一生懸命演奏をしました。特にテンポが速くなるところや、

遅くなるところを練習しました。ダンスではリズムよく動けるように毎日休み時間等を使い練習し

ました。本番、トーンチャイムでは少し音が足りないところやズレがありましたが、無事にやり切

れてよかったです。1月 18 日の合同学芸会に向けてクラスみんなで一生懸命頑張りたいと思います。 



左近山連合自治会防災訓練 

10 月 22 日（日）左近山中学校で地域防災訓練を行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左近山特別支援学校へ歌声を届けよう！ 

11 月 1 日（水）左近山特別支援学校へ合唱を披露しに

行きました。前日の合唱コンクールで金賞を受賞したク

ラスが伺いました。特別支援学校の皆様、地域の皆様に各

クラスの思いがこもった合唱を届けることができまし

た。 

 

 

 

 

2 年生 総合的な学習の時間 

「誰もが豊かに働ける社会へ～中学生からの提案～」 

地域の方とのディスカッション 
 2 年生は総合的な学習の時間で「ＳＤＧｓ８ 働きが

いも経済成長も」についての考えを深める授業を展開し

ています。11 月 2 日（木）は、世界が今抱えている問題

を「大人はどう考えているんだろう…」という素直な疑

問を地域の方を講師に迎えお伺いしました。地域コーデ

ィネーターにご協力いただき来校した講師とのディス

カッションは、ＳＤＧｓ８に留まらず、「働くって何」に

迫るもので、生徒の進路選択の指針となる内容でした。 

地域の皆様、ご協力をありがとうございました。今後

ともご指導をよろしくお願いいたします。 

【消火訓練】の様子 

 

【レジ袋を利用した三角巾等製作訓練】 

他にも【災害時上水

道開通訓練】や【物

干し竿等を利用した

担架活用訓練】等を

行いました！ 

 

 


